不遠の論理 by 大門 照忍
不
遠
 
の 
論
理
-
浄
土
、
如
来
と
我
と
の
関
わ
り
に
お
け
る
表
現
、
す
な
わ
ち 
「
出
遇
い
」
に
つ
い
て
経
典
の
説
示
は
「
不
遠
」
で
あ
り
、
決
し 
て
「
遠
」
で
も
「
近
」
で
も
な
い
。
こ
の
意
味
を
考
え
て
見
た
い
ー 
そ
の
経
典
の
説
示
は
二
種
類
と
な
ろ
う
。
 
⑴
仏
が
衆
生
に
対
し
て 
遠
か
ら
ず
と
い
う
場
合
、
こ
れ
は
『
観
経
』
散
善
顕
行
縁
に
、
釈 
尊
が
韋
提
希
に
対
し
て
「
汝
今
知
不
、
阿
弥
陀
仏
去
“
此
不
“
遠
、
 
汝
当
丫
繫"
念
諦
観
や
彼
国
浄
業
成
者
二
等
と
説
か
れ
る
。⑻
衆
生 
が
仏
に
対
し
て
遠
か
ら
ず
と
い
う
場
合' 
こ
れ
は
『
首
楞
厳
経
』 
巻
五
に
、
大
勢
至
菩
薩
が
恒
河
沙
劫
の
昔
に
超
日
月
光
仏
よ
り
授 
か
っ
た
念
仏
三
昧
の
法
を
釈
尊
に
白
し
あ
げ
「
…
若
衆
生
心
憶" 
仏
念"
仏
現
前
当
来
必
定
見"
仏
、
去"
仏
不"
遠
不"
仮-
一
方
便-
自 
得
一
一
心
開
一
」
等
と
説
か
れ
る
。
こ
の⑷
、⑻
二
種
の
「
不
遠
」
は
、
親
鸞
聖
人
が
自
ら
前
者
を 
『
観
経
集
註
』
に
、
後
者
を
『
尊
号
真
像
銘
文
』
に
引
証
さ
れ
、
大
門
 
照 
忍 
さ
ら
に
の
に
つ
い
て
は
『
序
分
義
』
の
三
不
遠
釈
を
そ
の
ま
ま
註 
記
し
て
自
ら
は
解
釈
を
加
え
ら
れ
ず' 
⑻
に
つ
い
て
は
特
色
あ
る 
解
釈
を
述
べ
、
ま
た
「
現
前
当
来
ト
オ
カ
ラ
ズ 
如
来
ヲ
拝
見
ウ 
タ
ガ
ハ
ズ
」
な
ど
と
和
讃
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
者
の
関
係
は
後 
で
詳
し
く
述
べ
る
。
さ
て
「
不
遠
」
と
い
う
語
に
は
、
一
種
の
秘 
密
が
あ
り
「
遠
」
で
も
「
近
」
で
も
な
い
中
間
的
な
こ
の
語
に
、
 
い
わ
ゆ
る
仏
智
見
の
密
語' 
如
意
語
を
仰
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。
 
こ
の
語
に
は
現
代
の
浄
土
教
の
も
つ
諸
問
題
が
集
約
さ
れ
、
表 
象
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
最
近
し
き
り
に
論
ぜ
ら
れ
る
浄
土 
の
非
神
話
化
に
つ
い
て
も
、
従
来
の
外
在
的
超
越
的
に
の
み
理
解 
す
る
方
法
が
現
実
面
か
ら
の
逃
避' 
遊
離
と
し
て
批
判
さ
れ
る
の 
は' 
い
わ
ば
「
遠
」
の
思
想
と
し
て
の
批
判
で
あ
り
、
そ
の
た
め 
内
在
的
主
体
的
に
把
持
す
べ
き
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
の
も
、
却 
っ
て
「
近
」
の
思
想
が
偏
執
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
近
代
的
理
性 
的
解
釈
の
つ
も
り
が
、
実
は
無
意
識
的
に
現
実
面
へ
の
逃
避
、
遊 
離
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ハ
難
の
な
か
の
世
智
弁
聡
の
難
が
、
24
現
代
の
浄
土
教
思
想
を
い
か
に
広
く
深
く
覆
い
浸
透
し
て
い
る
こ 
と
で
あ
ろ
う
か
。
「
遠
」
「
近
」
へ
の
執
見
は
共
に
人
間
の
側
か
ら 
の
論
理
に
過
ぎ
な
い
。
『
平
等
覚
経
』
の
三
輩
往
生
文
に
、
第
一 
輩
は
「
去
一
一
無
量
清
浄
仏-
近
」
、
第
二
輩
は
「
去--
無
量
清
浄
仏­
甚
大
遠
不
“
能"
得
一
一
一
近
一-
附
無
量
清
浄
仏­
」
、
第
三
輩
は
「
去-
一
無 
量
清
浄
仏-
亦
復
如­
一
是
第
二
輩
狐
疑
者-
」
(
大
阿
弥
陀
経
も
同
意
で 
あ
る
が
第
三
輩
を
「
去
一
一
阿
弥
陀
仏
一
大
遠
不
竈
“得ーーー近一-
附
阿
弥
陀
仏­
」 
と
明
示
す
る)
と
あ
り' 
勝
劣
が
仏
を
去
る
近
遠
で
対
比
さ
れ
て
い 
る
例
を
注
意
し
た
い
。
三
輩
は
不
了
仏
智
の
機
で
あ
り
近
遠
共
に 
自
力
の
世
界
で
あ
る
。
『
首
楞
厳
経
』
文
の
「
去
“
仏
不
“
遠
」
を 
「
仏
モ
ト
オ
ザ
カ
ラ
ズ
」
と
釈
さ
れ
る
宗
祖
の
思
召
を
仰
ぐ
な
ら 
ば
、
他
力
の
世
界
が
「
不
遠
」
と
表
現
さ
れ
る
意
味
の
重
さ
を
知 
る
で
あ
ろ
う
。
「
不
遠
」
は
単
な
る
因' 
単
な
る
果
を
い
う
の
で 
な
く'
因
と
果
の
重
層
の
場
に
お
け
る
力
の
関
係
と
い
う
べ
き
も 
の
で
あ
る
。
『
安
楽
集
』
に
引
く
『
十
往
生
経
』
文
「
如"
是
悪
人 
報
雖
“
未
“
至
三
塗
不
“
遠
」
、
「
信
巻
」
に
引
く
『
涅
槃
経
』
文
「
我 
今
此
身
已
受
ー
一
華
報-
地
獄
果
報
将
一-
近 
不
”
遠 
」
な
ど
は
悪 
報
の
例
で
あ
る
が
、
華
報
と
果
報
の
必
然
的
展
開
が
「
不
遠
」
と 
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。
悪
報
の
場
合
は
衆
生
の
悪
業
に
よ
り
近
づ 
き
、
近
く
な
る
の
で
あ
り' 
前
掲
の
経
文
と
「
信
は
な
く
て
ま
ぎ 
れ
ま
は
る
と日
に
-
'—
-
地
獄
が
ち
か
く
な
る
」
(
蓮
如
上
人
御
一
代
記
聞
書
六
六
条)
と
は
同
一
の
意
味
を
持
つ
。
善
業
の
例
は
「
信
巻
」 
所
引
の
『
涅
槃
経
』
文
「
一
切
衆
生
為
一-
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提 
近
因
縁
ー
者
無
“
先
一
ー
善
友­
」
と
、
蓮
如
上
人
御
詠
歌
の
「
極 
楽
は
日
に-''̂
"
近
く
な
り
に
け
り' 
あ
は
れ
う
れ
し
き
老
の
く
れ 
か
な
」
の
よ
う
に
善
業
に
よ
り
近
づ
き
、 
近
く
な
る
の
で
あ
る
。
 
故
に
「
不
遠
」
は
単
な
る
静
的
状
態
で
な
く
、
力
の
動
く
状
態
を 
意
味
す
る
。
流
転
は
業
力
自
然
の
「
不
遠
」
、 
還
滅
は
願
力
自
然 
の
「
不
遠
」
で
あ
り
、
願
力
自
然
の
故
に
『
安
楽
集
』
巻
上
に
は 
「
不
思
議
智
力
者
能
以"
少
作"
多
以
“
多
作"
少
、
以
“
近
為
“
遠
以
“
 
遠
為"
近
」
な
ど
と
述
べ
、
或
は
『
序
分
義
』
に
「
説"
遠
如"
遠
、 
説
“
近
如"
近
…
説ー
ー 
ー
切
諸
法
千
差
万
別7
如
来
観
知
歴
歴
了
然
」 
と
釈
す
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
『
安
楽
集
』
巻
上
に
引
く
道
安
の 
『
浄
土
論
』
に
は
、
一
質
不
成
、
異
質
不
成
、
無
質
不
成
の
三
不 
成
を
あ
げ(
有
質
不
成
を
加
え
る
と
四
質
と
な
り
、
宗
密
の
円
覚
経
大
鈔 
に
三
質
四
質
を
論
じ
て
い
る)
、
一
異
・
有
無
の
執
見
に
よ
る
「
近
」 
「
遠
」
の
思
量
を
否
定
す
る
の
も
、
お
の
ず
か
ら
「
不
遠
」
の
論 
理
を
明
さ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
こ
の
論
理
の
中
に
は
機
根
論
、
行
業 
論
、
身
土
論
な
ど
の
諸
問
題
を
包
摂
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
が
、
 
小
論
で
は
既
に
掲
げ
た⑷
⑻
二
種
の
「
不
遠
」
に
つ
き
焦
点
を
し 
ぼ
っ
て
、
祖
意
を
窺
い
た
い
と
思
う
。
25
二 
遠
近
の
感
覚
的
な
分
類
の
例
は
、
日
本
の
場
合
有
名
な
『
枕
草 
紙
』
に
少
く
と
も
三
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
。⑹
「
は
る
か
な
る 
も
の
」
の
例
に
「
千
日
の
さ
う
じ
は
じ
む
る
、
は
む
ぴ
の
を
ひ
ね 
り
は
じ
む
る' 
み
ち
の
国
へ
ゆ
く
人
の
あ
ふ
坂
の
関
こ
ゆ
る
ほ
ど. 
う
ま
れ
た
る
ち
ご
の
お
と
な
に
な
る
ほ
ど
、
大
は
ん
に
ゃ
経
、
御 
ど
き
ゃ
う
ひ
と
り
し
て
よ
み
は
じ
む
る
、
十
二
年
の
山
こ
も
り
の 
は
じ
め
て
の
ぼ
る
日
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
「
遠
」
の
分
類
と
考
え 
て
よ
い
か
ら
、
清
少
納
言
に
よ
れ
ば⑷
の
「
は
る
か
な
る
も
の
」 
と⑻
「
ち
か
く
て
と
ほ
き
物
」
す
な
わ
ち
「
不
近
」
の
類
、
:3
 
「
と
ほ
く
て
ち
か
き
物
」
す
な
わ
ち
「
不
遠
」
の
類
、
の
三
種
に 
な
る
と
み
て
よ
い
。
こ
こ
に
は
「
は
る
か
な
る
も
の
」
に
対
す
る 
「
ち
か
き
も
の
」
が
示
し
て
な
く'
⑷
の
直
接
的
表
現
に
対
し
て 
⑻
(0)
で
は
背
反
的
複
合
型
と
で
も
い
う
べ
き
矛
盾
統
一
の
態
を
と 
っ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
よ
う
。
そ
し
て
「
は
る
か
な
る
も
の
」 
の
内
容
は' 
長
期
に
わ
た
る
行
事
を
始
め
る
日(
時
間)
、
遠
距
離 
の
旅
行
を
す
る
最
初
の
区
間(
空
間)
の
い
わ
ゆ
る
二
種
遠
性
に
相 
当
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
と
こ
ろ
が
「
ち
か
く
て
と
ほ
き
物
」 
は
、
「
宮
の
ほ
と
り
の
ま
つ
り' 
お
も
は
ぬ
は
ら
か
ら
し
ん
ぞ
く 
の
中' 
く
ら
ま
の
つ£
ら
を
り
と
い
ふ
み
ち' 
し
は
す
の
晦
日
、
む
月
一
日
の
ほ
ど
」
の
例
を
見
る
と
単
な
る
時
間
・
空
間
の
比
較 
で
な
く
、
む
し
ろ
現
象
と
本
質
、
相
と
性
と
の
関
わ
り
に
お
け
る 
矛
盾
的
性
格
を
指
す
の
で
あ
る
。
近
く
思
わ
れ
る
相
と
遠
く
離
れ 
て
い
る
性
と
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
で
あ
り
、
『
愚
禿
鈔
』
下
の
内
外 
対
に
も
「
内
外
道
外
仏
教
…
…
内
退
外
進
・
内
疎
外
親
・
内
遠
外 
近
・
内
迂
外
直:
：:
内
自
力
外
他
力
」
と
示
さ
れ
、
焦
点
は
人
間 
心
理
の
複
雑
さ
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
は
「
と
ほ
く
て
ち
か 
き
物
」
の
例
と
し
て
の
「
ご
く
ら
く'
舟
の
路' 
男
女
の
中
」
に 
お
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
特
に
極
楽
の
例
は
『
観
経
』
の
「
去" 
此
不
“
遠
」
に
よ
り
、
舟
路
の
例
も
、
お
そ
ら
く
漢
詩
、
た
と
え 
ば
李
白
の
「
朝
辞
白
帝
彩
雲
間
千
里
江
陵
一
日
還
両
岸
猿
声 
啼
不
尽
軽
舟
已
過
万
重
山
」
な
ど
に
典
拠
を
求
め
ら
れ
よ
う
。
 
謡
曲
の
「
柏
崎
」
に
も
「
釈
迦
は
遣
り
弥
陀
は
導
く 
一
筋
に
爰
を 
去
る
事
遠
か
ら
ず
」
、
「
当
麻
」
に
も
「
こ
ゝ
を
去
る
事
遠
か
ら
ず 
し
て' 
法
身
却
来
の
法
味
を
な
せ
り
」
と
の
例
が
あ
る
。
 
こ
の
場
合
、
遠
い
の
は
相
で
あ
り
、
近
い
の
は
性
で
あ
っ
て
相 
と
性
と
の
矛
盾
的
な
自
己
同
一
に
つ
い
て
「
不
遠
」
の
例
と
さ
れ' 
そ
れ
を
感
覚
し
観
照
す
る
の
は
人
間
の
心
に
あ
る
。
従
っ
て' 
『
枕
草
紙
』
に
見
え
る
三
分
類
は
、
「
遠
」
が
現
象
的
な
も
の
な 
の
に
対
し
、
「
不
近
」
「
不
遠
」
の
二
類
は
現
象
と
本
質
と
の
矛
盾 
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
事
は' 
『
選
択
集
』
特
留
章
に
も
「
兜
26
率
雖
・
近
縁
浅' 
極
楽
雖"
遠
縁
深
」
『
蓮
如
上
人
御
一
代
記
聞
書
』 
ニ
ー
九
条
に
も
類
似
の
例
を
あ
げ
て
「
と
を
き
は
ち
か
き
道
理
、 
ち
か
き
は
と
め
き
道
理
あ
り
、
灯
台
も
と
く
ら
し
と
て
仏
法
を
不 
断
聴
聞
申
す
身
は' 
御
用
を
厚
か
う
ぶ
り
て
い
つ
も
の
こ
と
ゝ
思 
ひ' 
法
義
に
を
ろ
そ
か
な
り
。
と
を
く
候
人
は
仏
法
を
き
ゝ
た
く 
大
切
に
も
と
む
る
こ
ゝ
ろ
あ
り
け
り
。
仏
法
は
大
切
に
も
と
む
る 
よ
り
き
く
も
の
な
り
」
と
教
誡
さ
れ
る
思
召
と
規
を
一
に
す
る
も 
の
で
・
め
る
。
こ
こ
に
は
『
会
疏
』
に
「
太
遠
則
敬
慕
之
情
渺
茫' 
太
近
則
渇
仰
之
言
躡
薄
」
と
云
う
よ
う
に
日
常
性
と
非
日
常
性
と 
に
お
け
る
心
理
的
な
遠
近
感
の
交
錯
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
、
 
天
台
に
い
う
三
種
の
教
相
の
う
ち
、
第
三
の
師
弟
の
遠
近
、
不
遠 
近
の
意
味
に
も
看
取
さ
れ
よ
う
。
と
こ
ろ
で
『
俱
舎
論
』
ニ
ー
に
は' 
四
種
遠
性
を
あ
げ
「
遠
性 
有
一-
四
種
一
謂
相
・
治
・
処
・
時 
如
一
一
大
種
尸
羅-
異
方
二
世
等 
論
日
伝
説
遠
性
総
有
一
一
四
種
ー 
ー
相
遠
性
如-
一
四
大
種
一
雖
〒
復
俱
在- 
一
 
聚
中
一
生
よ
以­
一
相
異
一
故
亦
名
為"
遠 
ニ
治
遠
性
如
ー
ー
持
犯
戒
ー 
雖
丫
復
倶
在
ー
ー
ー
身
中
一
行
よ
以
ー
ー
相
治
一
故
亦
名
為
レ
遠 
三
処
遠
性 
如­
一
東
西
海
一
雖-
一
一
復
俱
在
ー-
一
世
界
中
一
方
処
隔
故
亦
名
為
“
遠 
四 
時
遠
性
如
ー
ー
過
未
世
一
雖
”
復
俱
依-
一
一
法
上
一
立
士
時
分
隔
故
亦
名 
為"
遠
」
と
論
じ
、
相
遠
性
は
本
質
論
的
に
異
別
を
指
し
、
治
遠 
性
は
実
践
的
価
値
論
の
相
違
を
示
し
、
処
・
時
の
遠
性
は
空
間
・
時
間
に
つ
い
て
の
考
察
で
あ
る
。
そ
し
て
前
者
は
同
処
，
同
時
に 
あ
っ
て
も
遠
性
と
さ
れ
る
か
ら
、
『
枕
草
紙
』
の
表
現
で
の
「
ち
か 
く
て
と
ほ
き
物
」
に
該
当
す
る
で4
ろ
う
。
勿
論
、
論
の
文
で
は 
処
・
時
も
一
世
界' 
一
法
に
即
し
て
隔
歴
性
を
い
う
か
ら
「
ち
か 
く
て
と
ほ
き
物
」
に
相
当
す
る
と
見
ら
れ
な
い
で
も
な
い
が' 
前 
二
者
と
は
異
っ
て
並
列
的
な
形
に
お
い
て
比
較
さ
れ' 
厳
密
に
は 
た
だ
遠
い
も
の
と
し
て
測
定
さ
れ
て
矛
盾
的
要
素
を
も
た
な
い
。
 
な
お
『
南
伝
大
蔵
経
』
二
八
巻
の
小
部
経
典
の
本
生
経
典
に
は
、 
「
三
つ
の
因
縁
物
語
」
と
題
し
て
「
遠
き
因
縁
物
語-
遠
か
ら
ざ 
る
因
縁
物
語
・
近
き
因
縁
物
語
」' 
す
な
わ
ち
「
遠
-
不
遠
・
近
」 
の
三
類
型
で
区
分
し
「
不
遠
」
は
中
間
的
時
間
帯
を
示
し
て
い
て
、
 
「
不
遠
」
は
「
近
」
と
区
別
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
遠
近
が 
時
間
，
空
間
の
面
で
叙
述
さ
れ
る
例
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
 
『
安
楽
集
』
上
巻
、
第
一
大
門
の
「
去"
聖
近:
：:
去"
聖
已
遠
… 
…
衆
生
去"
聖
遙
遠
」
、
第
二
大
門
の
「
云
マ
若
人
求
一
一
菩
提-
即
無" 
有
一-
菩
提-
是
人
遠
一
一
菩
提
一
猶
如
”
天
与
地
二
、
第
九
大
門
の
「
穢 
土
短
促
命
報
不
“
遠
」
、
『
序
分
義
』
の
「
仰
惟
聖
ヵ
冥
加
彼
国
雖
” 
遙
得
“
覩:
：:
明
ー
一
夫
人
肉
眼
所
“
見
遠
近
不"
足"
為
“
言
、
況
浄
土 
弥
々
遙
云
何
可
”
見
」
、
『
定
善
義
』
勢
至
観
の
釈
の
「
光
照
遠
近
」 
「
遠
近
相
」
、
『
西
方
指
南
抄
』
上
本
の
「
遠
近
ノ
サ
カ
ヒ
ヲ
へ
ダ 
テ
」
の
左
訓
に
「
ト
オ
ク
チ
カ
ク
」
、
「
遐
代
二
流
通
ス
ル
コ
ト
ヲ
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ア
カ
ス:
：:
プ
一
レ
ス
ナ
ワ
チ
遠
ヲ
ア
ゲ
テ
近
ヲ
摂
ス
ル
ナ
リ
」
の 
左
訓
に
「
ト
ホ
キ
」
「
チ
カ
キ
」
と
あ
る
な
ど' 
形
容
詞
と
し
て 
用
い
て
あ
る
。
そ
れ
は'
「
ほ
ど
」
と
い
う
表
現
に
も
見
え
、
『
枕
草
紙
』
の
例 
や'
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
「
極
楽
は
は
る
け
き
ほ
ど
と
聞
き
し
か
ど 
っ
と
め
て
い
た
る
と
こ
ろ
な
り
け
り
」
、
「
正
像
末
和
讃
」
の
「
命 
濁
中
夭
刹
那
ニ
テ 
流
転
生
死
ハ
須
臾
ナ
リ
」(
草
稿
本)
の
左
訓 
「:
：:
ホ
ド
ナ
キ
ナ
リ:
：:
ホ
ド
ナ
カ
ル
ベ
シ
」
(
文
明
本
で
は 
「
、
ジ
カ
ク
モ
ロ
シ
」)
な
ど
に
示
し
て
あ
る
。
『
序
分
義
』 
に' 
㈠
分
斉
不
遠
の
義
を
立
て
十
万
億
刹
の
限
量
的
国
土
を
あ
げ
、 
㈡
往
生
不
遠
の
義
を
以
て
一
念
に
到
る
と
述
べ
、 ㈢
観
見
不
遠
の 
義
を
示
し
て
自
然
常
見
を
説
き
、
諸
師
が
十
種
に
あ
ま
る
不
遠
説 
を
設
け
た
の
も
ゝ
こ
の
「
ほ
ど
」
を
多
角
的
、
深
層
的
に
探
究
し 
た
も
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
仮
名
草
子
の
『
竹
斉
』
上
に
は
「
い 
か
に
皆
々
女
房
た
ち
大
事
の
安
心
を
ば
説
き
残
し
た
る
ぞ' 
去
此 
不
遠
と
説
く
時
は
此
処
を
去
る
事
遠
か
ら
ず
、
帰
れ
く
」
と
あ 
り
、
念
仏
者
の
夫
と
法
華
信
者
の
妻
と' 
そ
の
子
供
を
中
心
に
構 
成
さ
れ
た
『
夫
婦
宗
論
物
語
』
に
は
「
我
こ
そ
阿
弥
陀
、
阿
弥
陀 
こ
そ
我
よ
と
観
念
す
れ
ば
、
浄
土
も
穢
土
も
余
所
に
無
し
と
云
ふ
。
 
女
聞
て
証
拠
は
如
何
に
と
云
、
男
答
云' 
去
此
不
遠
と
説
給
ふ
、 
女
聞
て
云
其
浄
土
こ
そ
寂
光
の
浄
土
よ
り
劣
な
る
べ
し' 
男
聞
て
云
、
此
文
に
付
て
三
不
遠
の
法
聞
あ
り
、
又
有
時
は
過
十
万
億
仏 
土
有
世
界
と
説
き' 
或
は
勝
過
三
界
道
と
宣
給
」
と
問
答
す
る
が
、
 
弥
陀
の
浄
土
と
釈
尊
の
寂
光
土
と
の
対
比
、
浄
土
三
部
経
の
文
、
 
『
浄
土
論
』
、
『
観
経
疏
』
な
ど
の
要
文
を
出
し
て
い
る
。
更
に
浮 
世
草
子
の
『
雄
学
傾
城
禁
短
気
』
四
之
巻
に
は
「
人
間
万
事
は
夢 
の
見
残
し
、
只
緋
綸
子
の
長
枕
、
誠
の
極
無
遠
き
に
あ
ら
ず' 
紫 
雲
と
見
へ
し
は
江
戸
紫
の
染
分
け
の:
：:
」
と
傾
城
の
世
界
に
転 
用
し
て
お
り
、
あ
る
い
は
仮
名
草
子
の
『
竹
斉
』
下
に
は
「
近
く 
遠
く
話
し
た
る
が
よ
か
る
べ
し
、
人
と
契
ら
ば
う
す
く
契
り
て
末 
ま
で
遂
げ
よ
」
と
の
表
現
が
あ
り' 
「
近
く
遠
く
」
と
は
親
し
く 
て
も
一
定
の
限
度
と
間
隔
を
持
て
と
の
意
味
で
、
俗
に
云
え
ば 
「
つ
か
ず
は
な
れ
ず
」' 
よ
く
云
え
ば
「
淡
き
こ
と
水
の
ご
と
き
」 
君
子
の
交
わ
り
を
指
す
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
表
現
が
真
の 
「
不
遠
」
で
な
い
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。
た
だ
日
本
人
の
精
神
構 
造
の
上
に
、
い
く
つ
か
の
「
遠
」
「
不
遠
」
「
近
」
の
型
態
が
あ
っ 
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
三
と
こ
ろ
で
、
既
に
述
べ
た⑹
『
観
経
』
の
「
去
“
此
不
”
遠
」
、 
⑻
『
首
楞
厳
経
』
の
「
去
レ
仏
不0
遠
」
の
問
題
を
考
え
よ
う
。⑷
 
に
つ
い
て
は
多
く
の
中
国
釈
家
が
精
細
な
論
証
を
展
開
し
て
い
る
。
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こ
の
経
文
は' 
阿
弥
陀
仏
が
娑
婆
世
界
を
去
る
こ
と
遠
か
ら
ず
と 
云
う
の
で
あ
る
か
ら
、
文
の
当
面
で
は
空
間
の
遠
性
に
つ
い
て
述 
べ
る
と
見
て
よ
い
。
同
種
の
表
現
は
、
『
請
観
世
音
菩
薩
消
伏
毒 
害
陀
羅
尼
呪
経
』
に
「
去"
此
不
“
遠
正
生
一
一
西
方
一
有
一-
仏
世
尊- 
名 ­
一
無
量
寿
一
」 
と
あ
る
。
 
さ
て
、
宗
祖
は
「
去"
此
不"
遠
」
に
つ 
い
て
私
釈
も
引
用
も
さ
れ
な
い
。
「
化
巻
」
に
は
「
去"
此
不"
遠
」 
の
次
下
の
文
「:
：:
諦
観
彼
国
浄
業
成
者
」
を
引
い
て
あ
る
。
ち 
な
み
に
、
宗
祖
は
日
想
観
の
西
方
に
関
す
る
疏
文
、
真
身
観
の
三 
縁
釈
さ
へ
も
引
用
さ
れ
な
い
が
、
こ
れ
ら
は
注
目
す
べ
き
事
で
あ 
ろ
う
。
勿
論
、
『
観
無
量
寿
経
集
註
』
に
は
『
序
分
義
』
の
文
「
正
明
一
一 
標
レ
境
以
注
ツ
心
即
有
一
一
基
二
一
一
明
ヤ
分
斉
不
“
遠
従
・
此
超-
一
過
十 
万
億
刹-
即
是
弥
陀
之
国
士
二
明
一-
道
理
雖
“
遠
去
時
一
念
即
到
ー 
三
明
ー
ー
韋
提
等
及
未
来
有
縁
衆
生
注
“
心
観
念
定
境
相
応
行
人
自
然 
常
見
ハ
有-
斯
三
義
一
故
云
一
一
不
遠
一
也
」
を
引
き
、
ま
た
宝
楼
観
文 
に
つ
い
て
「
正
明
一-
閣
内
荘
厳-
」
の
次
に
『
観
念
法
門
』
五
縁
功 
徳
分
の
文
を
引
き
、
「:
：:
問
日
今
既
言
下
弥
陀
四
十
八
願
摂
ー-
一
 
切
衆
生-
得
一
一
生
浄
土­
者
未
“
知
摂
一
一
何
等
衆
生-
得"
生
又
是
何
人 
保
”
証
得
生
士
也' 
答
日
即
如
ー
ー
観
経
説
云
一
仏
告
ー
ー
韋
提
一
汝
今
知
不 
阿
弥
陀
仏
去"
此
不"
遠:
：:
」
と
示
し' 
善
導
の
釈
義
を
用
い
て 
は
お
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
『
序
分
義
伝
通
記
』
に
は
、
「
第
一
分
斉
不
遠
者
十
万
雖"
遽
而
望­-
無
量-
猶
是
邇
故
云
一
一
不
遠
ー:
:
:
第 
ニ
ー
念
則
到
者
約--
第
九
門-
或
云­
ー
須
臾
一
或
云­-
弾
指
一
豈
非
一
一
是 
近
ハ 
第
三
自
然
常
見
者
此
約
一-
観
成
一
」
と
述
べ
、
第
一
説
と
浄
影 
の
説
、
第
三
説
と
天
台
の
説
と
の
相
似
性
を
指
示
し
て
い
る
。
ま 
た
『
序
分
義
楷
定
記
』
に
は
「
阿
弥
陀
仏
標--
其
境
一
也
、
去
此
不 
遠
即
住
心
也
、
住
心
者
謂
安
心
住
行
若
不
“
知
一
一
仏
境
不̂
遠
未"
為
一
一 
安
心-
」 
と
云
い
、 
三
不
遠
の
第
一
説
と
浄
影
の
説
、
『
安
楽
集
』 
の
境
次
相
接
説
、
『
梵
網
経
』
の
盧
舎
那
即
弥
陀
説
、
『
浄
土
論
』 
の
蓮
華
蔵
世
界
説
と
の
関
連
を
あ
げ
、
第
二
説
に
天
台
の
釈
を
引 
用
し
、
知
礼
の
釈
を
も
示
し
「
皆
由
一
一
感
応
一
雖"
遠
而
近
、
然
若 
心
性
不"
具
一
一
塵
刹-
則
仏
無-
一
応
現
之
理
一
生
無
一
一
感
見
之
功
一
故
此 
経
談
ー
ー
是
心
是
仏
観-
」
と
唯
心
の
理
に
約
し
、
ま
た
十
万
億
等
の 
諸
説
と
比
べ
て
会
釈
し
、
孤
山
の
い
う
「
初
釈
通
一-
現
未
一
次
釈
唯 
現
在
」
の
説
、
法
常
の
「
一
就"
事
明
一-
不
遠
ー:
：:
二
就"
実
明
一
一 
不
遠
ー
」
の
説
、
憬
興
の
「
処
雖
ー
ー
復
遠
一
修
因
疾
往
」
の
説
に
対
し 
て
の
、
「
此
必
不
“
然
標
一
一
仏
不
遠
一
而
非
“
土
故
」
の
文
を
あ
げ
る
。
 
な
お
第
三
説
に
は
「
応"
云
〒
道
理
雖
“
遙
有
縁
住
レ
心
還
不
遠
乂
也
」 
と
し
て
念
仏
行
者
の
三
縁
を
あ
げ
三
心
の
因
に
三
カ
縁
あ
る
こ
と 
も
指
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
憬
興
の
釈
よ
り
不
遠
の
六
義(
分
量 
不
遠
、
観
心
不
遠
、
往
生
不
遠
、
本
願
不
遠' 
自
心
不
遠
、
不
放 
逸
不
遠)
を
あ
げ
、
元
照
の
『
観
経
義
疏
』
巻
中
に
説
く
三
釈
に
29
つ
き
、 
夫
人
の
知
不
が
問
題
で' 
仏
眼
見
に
関
わ
ら
ぬ
と
云
い' 
往
生
の
時
間
が
今
の
問
題
で
あ
り
、
輪
王
に
随
従
す
る
劣
夫
は
現 
身
往
来
の
例
で
あ
っ
て
夫
人
に
関
連
し
な
い
と
批
判
し
て
い
る
。
 
し
か
し
憬
興
の
主
張
は
「
今
此
不
遠
者
標
”
彼
弥
陀
遂
“
益
便
赴
不 
請
之
友
乂
故
云--
不
遠
ハ 
非
“
謂
一-
其
土-
無
一
一
移
転-
故
、
不
“
可
”
将
ー
ー 
餘
参
差
之
文
一
会
・
此
不
遠
之
義
二
と
あ
り
、
仏
の
摂
受
に
つ
い 
て
不
遠
を
明
し
実
体
的
な
国
土
間
の
距
離
を
意
味
し
な
い
と
い
い 
浄
影
説
を
否
定
し
て
い
る
。
そ
の
否
定
原
理
は' 
あ
く
ま
で
も
仏 
の
側
に
立
っ
て
の
み
不
遠
の
道
理
が
成
立
す
る
と
い
う
点
に
あ
り' 
国
土
の
数
量
的
感
覚
、
お
よ
び
人
間
の
側
に
立
つ
観
心
の
修
因
、 
自
性
唯
心
に
即
し
て
の
相
応
的
一
体
感
を
批
判
す
る
。
 
し
か
る
に
『
楷
定
記
』
で
は' 
「
今
三
義
皆
約--
阿
弥
陀
仏
所
一 
釈
也:
：:
又
此
三
義
即
在
一
一
此
科
一
去
此
不
遠
即
標­
一
初
義
ハ
汝
当
繫 
念
標
ー
一
第
二
義
ハ
諦
観
彼
国
標
ー
ー
第
三
義-
」
と
論
じ
、
ま
た
諸
師
の 
説
を
三
義
に
配
当
し
、㈠
分
斉
不
遠:
：:
浄
影
一
義
(
十
万
億
刹 
不
遠)
・
法
常
初
義
(
事
不
遠)
・
有
説
六
中
初
義
(
分
量
不
遠)
、 
㈡
一
念
即
到
不
遠:
：:
龍
興
一
義(
約
因
不
遠)
・
有
説
六
中
第
三 
(
往
生
不
遠)
、
㈢
定
境
相
応
不
遠:
：:
天
台
三
義
・
憬
興
一
義 
(
仏
不
遠)
，
余
他
説' 
と
分
類
し
て
い
る
。
さ
ら
に
『
楷
定
記
』 
は
、
第
一
義
を
前
縁(
欣
浄
縁)
の
意' 
第
二
義
を
当
縁(
散
善 
顕
行
縁)
の
意
、
得
生
行
門
に
あ
て
、
第
三
義
を
定
善
示
観
縁
の
意
、
仏
力
観
門
に
配
し
て
、
「
但
此
三
義
旦
約
ー
ー
要
門
ハ 
若
拠­
一
弘 
願
一
復
有
一
一
一
義
一
応
”
声
即
現
親
近
無
礙
名
為
一-
不
遠
ハ 
下
文
当"
見 
故
此
不"
彰
前
之
三
義
尋-
其
宗
源
一
莫"
不
一--
皆
由-
此
別
意
一
也
」
と 
述
べ
、
華
座
観
の
応
声
即
現
の
相
こ
そ
弘
願
の
「
不
遠
」
で
あ
る 
と
い
う
。
三
義
を
要
門
と
見
て
、
住
立
空
中
の
如
来
に
弘
願
の 
「
不
遠
」
を
立
て
る
の
は' 
西
山
義
の
仏
体
即
行
思
想
を
示
し
て 
い
る
。
と
も
あ
れ
、
宗
祖
も
こ
れ
を
真
仮
批
判
の
書
で
あ
る
『
教
行
信 
証
』
に
引
用
、
引
釈
さ
れ
な
い
所
以
は
、
西
山
義
と
は
異
っ
た
視 
角
か
ら
三
義
を
要
門
の
意
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
 
『
観
経
』
の
身
土
は
「
化
巻
」
に
「
仏
者
如­-
無
量
寿
仏
観
経
説
一 
真
身
観
仏
是
也
。
土
者
観
経
浄
土
是
也
」
と
述
べ
ら
れ
る
方
便
の 
世
界
で' 
「
真
仏
土
巻
」
の
「
仏
者
則
是
不
可
思
議
光
如
来
、
土 
者
亦
是
無
量
光
明
土
也
」
、
「
究
竟
如
一
一
虚
空-
広
大
無­
一
辺
際-
」 
と
い
わ
れ
る
真
実
報
土
と
は
区
別
さ
れ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
さ
れ 
ば
「
小
経
和
讃
」
の
「
摂
取
」
の
左
訓
に
「
オ
サ
メ
ト
ル 
ヒ
ト 
タ
ビ
ト
リ
テ
ナ
ガ
ク
ス
テ
ヌ
ナ
リ
摂
ハ
モ
ノ
ノ
ニ
グ
ル
ヲ
オ
ワ 
エ
ト
ル
ナ
リ
摂
ハ
オ
サ
メ
ト
ル
取
ハ
ム
カ
エ
ト
ル
」
と
あ
る 
よ
う
に' 
逆
対
応
的
な
仏
の
側
か
ら
の
は
た
ら
き
が
「
不
遠
」
の 
原
理
で
あ
る
。(
香
月
院
は
三
不
遠
を
隠
顕
二
義
に
通
ず
る
と
い
う
。) 
さ
て⑻
の
問
題
に
う
つ
ろ
う
。
『
尊
号
真
像
銘
文
』
の
引
釈
、
30
「
大
勢
至
和
讃
」
の
讃
詠
に
は
、
い
く
つ
か
の
問
題
が
あ
り
、㈠
 
こ
れ
ら
両
文
の
典
拠
は
、
『
楽
邦
文
類
』
巻
第
一
所
収
の
『
首
楞 
厳
経
』
勢
至
念
仏
円
通
の
文
で
あ
り
、
㈡
両
文
と
も
に
原
文
の 
「
譬
如
一
一
有-
人
一
専
為"
憶
一
人
専
忘
八
如"
是
二
人
若
逢
不
“
逢
或 
見
非"
見
二
人
相
憶
二
憶
念
深
如"
是
、
乃
至
従"
生
至
“
生
同
ー
ー
於
形 
影-
不
一
一
相
乖
異-
」
を
省
略
し
、㈢
原
文
の
「
去"
仏
不
“
遠
不"
仮
一
一 
方
便-
自
得
ー-
心
開
ー
」 
と
あ
る
意
が
、 
衆
生
の
側
か
ら
見
て
仏
を 
去
る
こ
と
遠
く
な
い
と
示
し
、
『
観
経
』
の
「
去
“
此
不
“
遠
」
が 
仏
の
側
か
ら
此
の
土
を
去
る
こ
と
遠
く
な
い
と
説
く
立
場
と
は
対 
象
的
な
論
理
を
も
つ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
宗
祖
は
「
仏
モ
ト
オ
ザ 
カ
ラ
ズ
、
方
便
オ
モ
カ
ラ
ズ
、
自
然
二
心
一
一
サ
ト
リ
ヲ
ウ
ベ
シ
ト 
也
」
と
仏
を
主
体
に
し
て' 
如
来
の
は
た
ら
き
と
し
て
釈
さ
れ
、 
㈣
宗
祖
の
御
釈
は
「
遠
く
な
い
」
と
い
う
形
容
詞
と
見
な
い
で
、 
「
遠
ざ
か
ら
な
い
」
と
の
動
詞
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。
さ
て㈠
 
に
つ
い
て
は
既
に
別
の
論
文(
楽
邦
文
類
と
親
鸞
教
学)
で
考
証
し
て 
あ
る
の
で
省
略
す
る
が
、
補
足
す
る
と
元
照
の
『
観
経
義
疏
』
巻 
上
に
も
「
言
ー
一
了
義
一
者
了
ミ
彼
浄
土
即
我
自
心
非-
他
方-
也' 
達
ヨ 
彼
弥
陀
即
我
自
性
非--
他
仏
一
也
、
如
“
此
則
廻
一
一
神
億
刹
一
実
生­
一
乎 
自
己
心
中
一
孕­-
質
九
蓮-
豈
逃
一
一
乎
刹
那
際
内
ハ
故
経
日
是
心
作
仏 
是
心
是
仏
即
是
開
一-
示
衆
生-
仏
之
知
見
大
乗
了
義
豈
復
過"
此
、
楞 
厳
勢
至
円
通
云
若
衆
生
心
憶
“
仏
念"
仏
現
前
当
来
必
定
見
“
仏
去
“
仏
不
“
遠
…
…
」
と
注
目
し'
『
阿
弥
陀
経
義
疏
』
に
も
『
首
楞
厳 
経
』
勢
至
章
の
文
「
十
方
如
来
憐--
念
衆
生-
如­
一
母
憶
口
子
」
を
引 
証
し
、
宗
祖
は
前
掲
の
両
書
を
「
行
巻
」
『
愚
禿
鈔
』
上
な
ど
に 
弓
用
さ
れ
る
か
ら' 
元
照
を
通
じ
て
の
関
心
も
あ
っ
た
と
推
察
さ 
れ
る
。
つ
ぎ
の㈡
も
、
一
部
は
前
掲
論
文
に
略
述
し
た
が
、
『
銘 
文
』
で
「
乃
至
」
と
し
て
原
文
を
省
く
部
分
は
既
述
の
「
譬
如
… 
…
不
乖
異
」
の
あ
と
で
も'
「
十
方
如
来
憐
ー
ー
念
衆
生
一
如­
一
母
憶
〉
 
子
若
子
逃
逝
雖
“
憶
何
為
、
子
若
憶"
母
如­
一
母
憶
時
一
母
子
歴
“
生 
不
一-
相
違
遠
ー
」
が
省
か
れ' 
「
勢
至
和
讃
」
に
は
「
十
方
如
来
憐 
念
」
以
下
を
讃
詠
し
て
あ
る
。
そ
し
て
以
下
省
略
す
る
経
文
「
仏 
問
一
一
円
通-
我
無
ー
一
選
択
一
都
摂­-
六
根
一
浄
念
相
継
得
一
一
三
摩
提-
斯 
為
一-
第
一-
」
を
考
え
る
と' 
宗
祖
は
観
念
的' 
あ
る
い
は
運
想
自 
ヵ
的
な
意
味
に
と
ら
れ
や
す
い
部
分
を
避
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
 
ち
な
み
に
『
楽
邦
文
類
』
巻
第
一
に
は
、
経
文
の
あ
と
子
踏
の 
『
長
水
疏
』
文
、
仁
岳
の
『
集
解
』
文
を
引
証
し
て
い
る
が
、
華 
厳
・
天
台
の
立
場
か
ら
念
仏
の
心
を
解
説
し
て
お
り(
楽
邦
文
類
と 
親
鸞
教
学
・
参
照)
、
『
禅
関
策
進
』
巻
二
に
は
禅
の
立
場
か
ら
念 
仏
と
参
禅
と
の
一
致
を
論
ず
る
の
に
、
今
の
経
文
を
引
き
「
経
云 
憶
“
仏
念
“
仏
現
前
当
来
必
定
見"
仏
、
既
日
一
一
現
前
見
仏-
則
与
一-
参 
禅
悟
道-
有
一-
何
異-
哉
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
経
文
の
理
解
が 
実
に
多
様
で
あ
る
こ
と
を
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
つ
ぎ
に㈢
の
問
31
題
で
は
自
性
唯
心
的
な
世
界
観
に
よ
る
本
来
的
な
不
遠
観
で
も
な 
く
、
更
に
は
「
極
楽
は
は
る
け
き
ほ
ど
と
き
ゝ
し
か
ど' 
つ
と
め 
て
い
た
る
と
こ
ろ
な
り
け
り
」
と
い
う
修
因
的
な
不
遠
観
で
も
な 
く
、
如
来
の
不
遠
を
明
す
も
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
「
行
巻
」
に 
は
教
に
つ
い
て
四
十
ハ
対
を
比
較
し
、
「
親
疎
対
」
「
近
遠
対
」
を 
あ
げ
て
い
る
が
、
親
近
と
疎
遠
と
の
差
は
機
に
あ
る
の
で
は
な
く 
て
、
ま
さ
に
法
の
は
た
ら
き
に
存
す
る
の
で
あ
る
。
さ
て㈣
に
っ 
い
て' 
「
遠
く
な
い
」
と
の
静
的
な
形
容
詞
か
ら
「
遠
ざ
か
ら
な 
い
」
と
の
動
的
な
如
来
行
の
表
現
に
な
っ
た
前
例
を
考
え
た
い
。
 
『
西
方
指
南
抄
』(
選
択
集
も
同
旨)
に
「
近
遠
対
」
に
つ
き
、
正 
行
は
か
の
仏
に
近
づ
く
が
、
雑
行
は
か
の
仏
に
遠
ざ
か
る
と
釈
し 
て
あ
る
。
尤
も
『
定
善
義
』
の
原
文
「
衆
生
願"
見
“
仏
仏
即
応" 
念
現
在-
一
目
前-
故
名­
一
近
縁
ー
」
で
は
、
仏
が
現
前
す
る
意
を
示
し 
て
い
る
。
元
祖
は
『
選
択
集
』
二
行
章
の
五
番
相
対
の
親
疎
対
の 
親
を
親
昵
の
義
、
近
遠
対
の
近
を
隣
近
の
義
と
し
、
「
但
親
近
義 
是
雖
“
似
“-
' 
善
導
之
意
分
而
為"
二
」
と
述
べ
て
い
る
。
『
西
方 
指
南
抄
』
文
「
カ
ノ
ク
ー
ー
ニ
親
近
シ
テ
」 
「
父
母
二
親
近
シ
テ
」 
の
左
訓
に
「
シ
タ
シ
ミ
チ
カ
ヅ
ク
」
と
あ
り' 
『
蓮
如
上
人
御
ー 
代
記
聞
書
』
一
五
〇
条
「
同
行
善
知
識
に
は
よ
く
く
ち
か
づ
く 
べ
し
」
、 
同
二
九
九
条
「
仏
法
者
に
な
れ
近
付
き
て
損
は
一
つ
も 
な
し
」
な
ど
の
例
も
関
連
し
て
考
え
ら
れ
よ
う
。
元
祖
の
指
示
の
ご
と
く
、
善
導
が
親
近
を
分
け
る
と
こ
ろ
に
生
仏
不
二
的
な
聖
道 
門
の
理
解
と
区
別
し
て' 
ど
こ
ま
で
も
隣
近
と
い
う
浄
土
教
的
な 
あ
り
方
を
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
同
時
に
如
来
を
主
格
と
す
る
宗 
祖
の
御
釈
に
お
い
て
、
衆
生
の
「
去
レ
仏
不
“
遠
」
と
い
わ
れ
る
根 
拠
、
憶
仏
念
仏
と
い
う
念
仏
者
の
宗
教
的
実
践
そ
の
も
の
の
根
源 
が
実
に
「
仏
モ
ト
オ
ザ
カ
ラ
ズ
」
と
い
う
願
力
の
現
成
で
証
明
さ 
れ
る
所
以
を
知
る
の
で
あ
る(
大
般
涅
槃
経
要
文
に
「若
能
遠
ー
ー
離
ー 
切
悪
業-
則
得-
善
果
一
若
遠
ー
ー
善
業-
則
得-
悪
果­
」
と
あ
り
、
「
ト
オ
ザ
ケ 
レ
バ
」
と
い
わ
ず
「
ト
オ
ザ
カ
ラ
バ
」
と
の
訓
を
つ
け
る
意
も
こ
こ
で
注 
意
し
た
い
。
こ
の
他
動
詞
を
用
い
ず
に
自
動
詞
を
示
す
と
こ
ろ
に
業
力
自 
然
が
あ
り
、
今
の
「仏
モ
ト
オ
ザ
カ
ラ
ズ
」
は
願
力
自
然
を
意
味
す
る)
。
 
「
不
遠
」
の
意
義
を
実
践
の
面
で
考
え
て
見
よ
う
。
 
そ
も
そ
も
『
般
舟
讃
』
に
「
仏
知
一
一
衆
生
心
雑
乱-
徧
教
ー
ー
ー
正
念 
住
一-
西
方-
不
“
知
一-
弥
陀
国
遠
近
一
仏
道
超­
一
過
十
万
億-
道
里 
雖
“
遙
不
一
一
足
到-
弾
指
之
間
入
一
一
宝
池
一
」
と
あ
っ
て
、
凡
夫
は 
浄
土
の
遠
近
を
知
ら
ぬ
存
在
で
あ
る
。
「
超
過
十
万
億
」
も
「
去 
此
不
遠
」
も
仏
智
見
に
よ
る
も
の
で
衆
生
の
論
理
に
属
す
る
も
の 
で
な
く'
凡
夫
の
分
限
は
「
不
“
知
一
一
弥
陀
国
遠
近-
」
で
あ
り
、 
「
唯
仏
与
仏
ノ
知
見
」
で
あ
る
。
先
人
が
「
汝
今
知
不
」
を
上
に 
属
し
て
「
告
命
許
説
」
と
す
る
か' 
下
に
属
し
て
「
阿
弥
陀
仏
去 
此
不
遠
」
の
標
境
に
付
く
か
を
問
題
と
し
た
意
味
も
こ
の
点
に
還
32
元
し
て
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
元
照
は
「
先
審­
一
知
不
一
者
欲
“
明
”
 
浄
土
非
一-
仏
自
説
一
定
無
”
知
者
二
、 
戒
度
は
「
不
乃
審
問
之
詞
為
“
 
知
不
“
知
夫
人
不"
答
示"
同
一-
不
知
一
」
と
述
べ
る
が
、
大
権
の
韋 
提
さ
へ
不
知
を
示
す
と
こ
ろ
に
「
未
聞
益
」
が
顕
わ
さ
れ
、
更
に 
顕
意
は
「
問-
一
知
不-
不
“
云
ー
ー
見
不-
雖
“
見
未"
知
一
一
不
遠-
故
也
、
故 
此
文
者
還
是
光
台
見
仏
之
証
、
若
其
不
“
見
不"
足
“
審
一-
問
知
不
一
故 
也
」
、
「
但
言
ー
ー
弥
陀
一
意
在
ー
一
仏
所-
故
亦
含
有
一
一
顕
密
二
義-
」
と 
釈
し
て
い
る
。
し
か
し
其
の
前
に
注
目
す
べ
き
は
「
汝
今
知
不
」 
の
「
今
」
の
一
語
で
は
な
か
ろ
う
か
。
凡
夫
は
有
漏
の
穢
身
を
持 
っ
て
百
年
の
形
体
を
「
今
」
に
お
い
て
尽
し
て
ゆ
く
が
、
「
今
」 
の
分
際
を
忘
れ
て
仏
性' 
寂
光
土
、
涅
槃
を
語
っ
て
も
凡
夫
の
思 
量
を
出
な
い
。
如
来
は
「
今
」
の
凡
夫
に
「
汝
今
知
不
」
と
審
問 
し
、
「
阿
弥
陀
仏
去"
此
不
“
遠
」
と
教
え
て
「
標
“
境
住
“
心
」
せ 
し
め
給
う
の
で
あ
る
。
「
此
」
を
去
る
こ
と
は
、
果
の
世
界
と
因 
の
世
界
の
別
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
「
沈-
一
自
性
唯
心
一
貶-­
浄
土 
真
証-
」
と
は' 
果
の
世
界
を
因
の
世
界
に
お
い
て
証
知
で
き
る 
と
過
信
す
る
故
で
あ
る
。
し
か
し
「
此
」
を
離
れ
て
救
済
の
場
が 
あ
る
の
で
は
な
く
、
『
首
楞
厳
経
』
に
「
今
於
ー
一
此
界-
摂­
一
念
仏
人­
帰-
一
於
浄
土
」
と
説
か
れ
、
『
銘
文
』
「
勢
至
和
讃
」
に
「
〔
マ
コ 
ノ
娑
婆
界
ニ
シ
テ
」
と
明
示
し' 
現
在
此
の
土
に
お
け
る
摂
取
と 
廻
心
と
を
説
か
れ
る
所
以
で
あ
る
。
「
迷­-
定
散
自
心
一
昏
一-
金
剛
真
信
一
」
と
は
、
現
在
こ
の
身
に
お
け
る
仏
の
摂
受
を
看
過
す
る
故 
で
あ
る
。
沈
迷
の
思
想
は
宗
祖
以
前
以
後' 
浄
影
・
嘉
祥
・
天
台 
の
『
観
経
疏
』
な
ど
和
漢
の
釈
書
に
多
く
見
え
、
『
楽
邦
文
類
』 
巻
三
に
可
観
は
「
以
〒
自
心
有
一
一
西
方
一
即
是
真
西
方
自
有
一-
西
方
心
一 
何
処
竟-
西
方
一:
:
:
達
一
一
唯
心-
了
一
一
本
性-
在
“
我
而
已
去
“
此
不
” 
遠
」
、
宗
頤
は
「
莫
“
謂
西
方
遠 
西
方
在
一
一
目
前
一
雖
一
一-
然
過
ー
ー
十 
方
一
曾
不"
離
一
千
-
」
と
述
べ
、
『
禅
関
策
進
』
巻
二
に
峰
天
如 
則
は
「
念
仏
者
悟
一-
自
性
弥
陀
唯
心
浄
土
ー:
:
:
経
云
憶
“
仏
念
レ
仏 
現
前
当
来
必
定
見
“
仏
、
既
日
一
一
現
前
見
仏-
則
与
一-
参
禅
悟
道
一
有-
一
 
何
異
一
哉
」
、
空
谷
隆
は
「
始
知
寂
光
浄
土
不
“
離--
此
処
ハ 
阿
弥
陀 
仏
不
レ
越
ー
ー
自
心-
」
と
い
い
、
明
恵
の
『
摧
邪
輪
』
、
『
荘
厳
記
』 
の
念
仏
観
、
浄
土
観
に
も
類
似
の
思
想
が
見
え
、
白
隠
が
『
坐
禅 
和
讃
』
に
「
一
座
ノ
功
ヲ
成
ス
人
モ 
積
ミ
シ
無
量
ノ
罪
亡
ブ 
悪
種
何
国
一
一
有
り
ヌ
ベ
キ 
浄
土
本
ヨ
リ
遠
カ
ラ
ズ
」
と
詠
じ
て 
い
る
。
し
か
る
に
「
信
巻
」
末
に
「
不
“
喜"
入-
定
聚
之
数
ハ 
不
“
快
“
 
近
ー
ー
真
証
之
証
ハ
可
“
恥
可"
傷
矣
」
と
述
懐
さ
れ
る
よ
う
に
、
現 
生
に
お
い
て
定
聚
に
は
入
る
の
で
あ
り
、
真
証
に
は
近
づ
く
の
で 
あ
っ
て
、
定
聚
に
近
づ
く
の
で
も
真
証
に
入
っ
た
の
で
も
な
い
。 
入
る
の
は
不
退
位
、
近
づ
く
の
は
大
涅
槃
で
あ
り
、
こ
の
現
在
に 
お
け
る
完
了
形
と
進
行
形
と
の
一
体
的
な
相
が
信
と
証
と
の
必
然
33
的
展
開
を
示
し
て
い
る
。
「
去
此
不
遠
」
が
信
証
の
関
係
で
論
理 
づ
け
ら
れ
る
な
ら
ば
「
入
る
」
と
「
近
づ
く
」
の
関
連
で
な
さ
れ 
よ
う
。
『
末
灯
鈔
』
三
に
「
弥
勒
は
す
で
に
仏
に
近
く
ま
し
ま
せ 
ば
」
弥
勒
仏
と
申
す
と
い
い' 
『
般
舟
讃
』
の
意
に
よ
り
「
浄
土 
に
信
心
の
人
の
心
つ
ね
に
居
た
り
と
い
う
こ
ゝ
ろ
な
り
」
と
述.
へ. 
弥
勒
と
同
じ
で
あ
る
「
信
心
の
人
は
如
来
と
等
し
と
申
す
こ
ゝ
ろ 
な
り
」
と
示
さ
れ
る
が'
「
信
巻
」
「
諸
経
和
讃
」
「
正
像
末
和
讃
」 
に
共
通
す
る
弥
勒
に
同
じ
く'
如
来
と
等
し
と
い
う
表
現
は
、 
「
入
る
」
が
「
同
」
に
、
「
近
づ
く
」
が
「
等
」
に
相
当
す
る
。
 
か
く
て
静
的
乃
至
観
念
的
な
「
不
遠
」
に
対
し
て' 
動
的
乃
至 
実
践
的
な
「
入
る
」
「
近
づ
く
」
と
い
う
相
を
明
ら
か
に
領
解
す 
「る
で
あ
ろ
う
。
今
一
つ
の
問
題
は
定
散
自
心
に
お
け
る
彼
此
、
去
来
、
彼
我
の 
意
味
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
行
業
的
な
面
で
の
自
己
意
識
の
批
判
で 
あ
り
、
至
心
発
願
、
至
心
廻
向
の
欲
生
心
に
お
け
る
志
向
性
は
、
 
「
化
巻
」
で
詳
細
に
批
判
さ
れ
て
い
る
が
、
特
に
今
は
『
愚
禿 
鈔
』
巻
下
の
二
河
譬
の
解
釈
と
『
唯
信
鈔
文
意
』
の
来
迎
の
説
示 
と
に
よ
っ
て
考
察
し
よ
う
。
『
愚
禿
鈔
』
に
は
两
岸
上
の
弥
陀
如 
来
の
招
喚
に
つ
い
て
の
み
詳
釈
し
、
東
岸
上
の
釈
迦
如
来
の
発
遣 
に
つ
い
て
の
釈
は
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。
二
河
譬
に
お
け
る
人
称 
は
、
「
我
」
と
し
て
の
行
者
を
最
初
に
「
仁
者
」
と
よ
び
か
け
「
我
」
の
名
告
り
を
し
な
い
釈
迦
如
来
、
「
汝
」
と
よ
び
か
け 
「
我
」
の
名
告
り
を
あ
げ
る
弥
陀
如
来
の
三
者
で
あ
る
が
、
「
我
」 
と
「
汝
」
の
対
面
的
関
係
は
弥
陀
と
行
者
に
つ
い
て
存
在
す
る
。
 
尤
も
群
賊
悪
獣
等
の
「
仁
者
廻
来
…
…
我
等
衆
無
ー
ー
悪
心
相
向-
」 
と
い
う
声
に
も
人
称
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
釈
迦
仏
に
「
我
」
の
主 
語
を
示
さ
れ
な
い
点
に
、
善
導
の
配
慮
が
窺
わ
れ
る
。
「
喩
・
釈
迦 
已
滅
、
後
人
不
“
見
由
有
ー
ー
教
法
一
可
ご
尋
」
の
釈
に
は
、
釈
迦
教 
の
本
質
が
「
我
」
に
来
れ
と
の
此
土
性
を
持
つ
も
の
で
な
く'
彼 
国
に
願
生
せ
し
め
る
彼
土
性
を
示
し
て
弥
陀
教
へ
の
志
向
を
成
就 
せ
し
め
る
点
に
あ
る
こ
と
を
示
し
、
究
竟
し
て
二
尊
一
致
の
「
我
」 
は
弥
陀
如
来
に
の
み
存
す
る
の
で
あ
る
。
『
愚
禿
鈔
』
が
、
発
遣
の
釈
迦
に
「
順
也
」
、
招
喚
の
弥
陀
に 
「
信
也
」
と
分
け
、
至
誠
心
の
五
対
の
中
で
も
「
去
来
対
、
去
者 
釈
迦
仏
也' 
来
者
弥
陀
也
」
と
指
示
す
る
意
味
も
同
じ
で
あ
る
。
 
そ
し
て
本
鈔
の
解
釈
は
論
主
自
督
の
「
世
尊
我
一
心
帰
一
一
命
尽
十
方 
無
碍
光
如
来
一
願"
生
ー
ー
安
楽
国
ー
」
に
即
し
て
な
さ
れ
な
が
ら'
「
我 
言
尽
十
方
無
碍
光
如
来
也
、 
不
可
思
議
光
仏
也
」
と
い
う
と
こ
ろ 
に
「
我
」
の
転
位
が
見
ら
れ
る
。
願
生
者
の
「
我
」
は
「
汝
言
行 
者
也
、
斯
則
名
一
一
必
定
菩
薩­
」
と
さ
れ' 
如
来
に
発
見
さ
れ
招
喚 
さ
れ
て' 
我
国
即
ち
如
来
の
国
へ
生
れ
る
者
と
規
定
さ
れ
る
。
こ 
の
よ
う
な
「
我
」
と
「
汝
」
の
転
位
は
、
『
御
文
』
四
の
九
通
の
34
「
阿
弥
陀
如
来
ノ
オ
ホ
セ
ラ
レ
ケ
ル
ヤ
ウ
八
、
末
代
ノ
凡
夫
罪
業 
ノ
ワ
レ
ラ
タ
ラ
ン
モ
ノ
ツ
ミ
ハ
イ
カ
ホ
ド
フ
カ
ク
ト
モ 
ワ
レ
ヲ 
一
心-
ー
タ
ノ
マ 
ン
衆
生
ヲ
バ
カ
ナ
ラ
ズ 
ス
ク
フ
ベ
シ
ト
オ
ホ
セ
ラ 
レ
タ
リ
」
と
い
う
文
脈
に
連
な
る
衆
生
の
「
我
等
」
と
如
来
の 
「
我
」
の
緊
迫
し
た
両
主
格
の
対
応
に
も
窺
え
よ
う
。
更
に
注
目 
す
べ
き
は
一
心
正
念
の
釈
の
あ
と
に
「
直
言
対
“
廻
対
“
迂
也' 
又 
直
言
捨
一
一
方
便
仮
門
一
帰
二
如
来
大
願
他
力
ハ 
欲
レ
使
レ
顕
ー
ー
諸
仏
出
世 
之
直
説
一
也
、
来
言
対
レ
去
対
レ
往
也
、
又
欲
レ
令
三
還-
一
来
報
土
一
也
」 
と
述
べ
る
意
で
あ
る
。
「
直
来
」
の
勅
命
に
つ
き'
「
直
」
と
「
来
」 
に
そ
れ
ぞ
れ
二
種
の
解
釈
を
与
え
る
が
ゝ
字
訓
釈
と
仏
意
釈
と
い 
っ
て
も
い
い
で
あ
ろ
う
。
字
訓
釈
に
つ
き
「
不
遠
」
の
論
理
が
窺 
え
る
。
す
な
わ
ち
「
直
」
が
「
廻
」
・
「
迂
」
に
対
す
る
と
は
「
行 
巻
」
『
愚
禿
鈔
』
に
示
す
教
の
頓
漸
対
・
超
渉
対
・
近
遠
対
・
径 
迂
対
・
捷
遅
対
、
機
の
奢
促
対
な
ど
と
規
を
一
に
す
る
も
の
で
極 
促
性
を
顕
し
、
「
来
」
に
つ
い
て
は
「
去
」
に
対
す
る
か
ら
「
去
レ 
此
不
レ
遠
」
「
仏
遣
レ
去
処
即
去
」
の
「
去
」
を
想
起
せ
し
め
る
。
 
ま
た
「
往
」
に
対
す
る
か
ら
「
捨
レ
此
往
レ
彼
」
「
往
相
還
相
」
の 
「
往
」
を
想
起
せ
し
め
る
。
「
去
」
「
往
」
の
通
念
は
固
定
化
し
た
直
線
コ
ー
ス
を
始
点
か 
ら
終
点
、
折
り
返
し
点
へ
と
進
行
す
る
の
で
、あ
る
が' 
宗
祖
は 
「
来
」
の
釈
で
「
対
レ
去
対
レ
往
也
」
と
止
揚
さ
れ
る
。
そ
れ
は
次
の
「
欲
レ
令
レ
還
一
一
来
報
土­
」
の
仏
意
釈
で
明
瞭
と
な
る
。
還
来
は 
通
常
「
還
来
穢
国
土
」
「
還
来
生
死
輪
転
家
」
の
よ
う
に
此
土
に
還 
る
意
で
あ
る
の
に
、
今
は
報
土
に
還
来
せ
し
め
る
仏
意
と
さ
れ
る
。
 
既
に
善
導
も
此
土
は
魔
郷
・
他
郷
、
浄
土
は
本
国
・
本
家
と
述
べ 
て
往
生
成
仏
こ
そ
本
来
性
へ
の
還
帰
と
教
え
て
い
る
が
、
宗
祖
は 
『
唯
信
鈔
文
意
』
の
来
迎
の
釈
で
も
「
来
ハ
浄
土
へ
キ
タ
ラ
シ
ム 
ト
イ
フ
穢
土
ヲ
ス
テ
ゝ
真
実
報
土
ニ
キ
タ
ラ
シ
ム
ト
ナ
リ
」 
「
来
ハ
カ
ヘ 
ル
ト
イ
フ
…
カ
ナ
ラ
ズ
大
涅
槃
ニ
イ
タ
ル
ヲ
法
性 
ノ
ミ
ヤ
コ
へ
カ
ヘ
ル
ト
マ
フ
ス
ナ
リ
」
ゝ
「
来
ハ
カ-
ル
ト
イ
フ
、 
キ
タ
ラ
シ
ム
ト
イ
フ
法
性
ノ
ミ
ヤ
コ
ヨ
リ
衆
生
利
益
ノ
タ
メ 
ニ
コ
ノ
娑
婆
界
ニ
キ
タ
ル
ユ
へ
ニ
来
ヲ
キ
タ
ル
ト
イ
フ
ナ
リ' 
法 
性
ノ
サ
ト
リ
ヲ
ヒ
ラ
ク
ユ 
へ 
二
来
ヲ
カ
ヘ 
ル
ト
イ
フ
ナ
リ
」
、
『
御 
消
息
集
』
で
も
一
来
の
字
は
衆
生
利
益
の
た
め
に
は
き
た
る
と
ま 
ふ
す
、 
方
便
な
り' 
さ
と
り
を
ひ
ら
き
て
は
か
へ
る
と
ま
ふ
す
。
 
と
き
に
し
た
が
ひ
て
き
た
る
と
も
か
へ
る
と
も
ま
ふ
す
」
と
あ
り
、 
此
彼
二
土
の
分
際
を
保
持
し
な
が
ら
も
本
来
的
一
如
の
相
に
お
い 
て
、
往
還' 
来
迎
が
自
在
に
語
ら
れ
常
識
的
な
遠
近
・
去
来
の
観 
念
が
破
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
立
場
か
ら
「
去
レ
此
不
レ
遠
」
「
去
レ
仏 
不
レ
遠
」
の
仏
意
を
仰
ぐ
と
き
ゝ
如
来
か
ら
は
「
不
遠
」
、
衆
生
か 
ら
は
「
遠
」
の
関
係
が
信
楽
の
一
念
に
「
出
遇
い
」
を
成
就
せ
し 
め
る
所
以
を
領
会
す
る
で
あ
ろ
う
。
「
遠
」
の
悲
傷
は
機
の
深
信
35
に' 
「
不
遠
」
の
慶
喜
は
法
の
深
信
に
連
る
が
、
既
に
縷
説
し
た 
よ
う
に
こ
の
悲
喜
は
観
念
で
な
く
実
践
に
お
い
て
証
明
さ
れ
る
。
 
善
導
が
「
莫
“
謂
二
西
方
遠
ハ 
唯
須
一
一
十
念
心-
」
(
往
生
礼
讃)
「
於
“
 
彼
心
能
係 
当
ー
一
必
往-
非
“
赊
」
、
源
信
が
「
仏
本
願
任
悦
南
無
阿 
弥
陀
仏
唱
十
万
億
土
行
一-
遠
路-
」(
敬
白
念
仏
勧
進)
、
源
空
が
「
タ 
ヾ
ク
チ
ー
ー
テ
南
無
阿
弥
陀
仏
ト
ト
ナ
エ
バ' 
コ
エ
ー
ー
ッ
キ
テ
決
定 
往
生
ノ
オ
モ
ヒ
ヲ
ナ
ス
ベ
シ
」(
西
方
指
南
抄
・
下
本)
と
述
べ
、
宗 
祖
が
病
床
の
高
田
の
覚
信
房
に
念
仏
の
所
存
を
問
わ
れ
、
「
よ
ろ 
こ
び
す
で
に
ち
か
づ
け
り
、
存
ぜ
ん
事
一
瞬
に
せ
ま
る
。
刹
那
の 
あ
ひ
だ
た
り
と
い
ふ
と
も
い
き
の
か
よ
は
む
ほ
ど
は
往
生
の
大
益 
を
え
た
る
仏
恩
を
報
謝
せ
ず
む
ば
あ
る
べ
か
ら
ず
」(
口
伝
鈔)
と 
の
答
を
聞
か
れ
随
喜
の
御
落
涙
千
行
万
行
で
あ
っ
た
こ
と
、
蓮
如 
上
人
が
御
法
談
の
間
に
法
敬
坊
に
命
じ
て
、
誓
願
寺
の
「
と
な
ふ
れ
ば
仏
も
我
も
な
か
り
け
り
」
を
う
た
わ
せ
て
眠
を
醒
さ
せ
ら
れ 
た
こ
と(
蓮
如
上
人
仰
条
々
連
々
聞
書)
な
ど
の
例
に
見
る
よ
う
に
正 
信
念
仏
の
う
ち
に
自
証
さ
れ
る
。
し
か
も
そ
れ
は
キ
エ
ル
ケ
ゴ
ー 
ル
の
「
七
万
尋
の
深
さ
の
上
を
游
泳
し
つ
つ
あ
る
」
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よ
う
な
実
践
で
な
く
て
、 
決
定
深
信
、
不
退
の
感
激
に
住
持
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
不 
遠
」
の
論
理
は' 
正
し
く
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
本
願
念
仏
の
信
受
奉 
行
に
お
い
て' 
今' 
こ
こ
に' 
こ
の
身
に
自
証
さ
れ' 
必
ず
「
安 
養
一
ー
イ
タ
リ
テ
証
ス
ベ
シ
」
と
あ
る
よ
う
に
彼
土
に
お
い
て
証 
自
証
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
低"
頭
礼
“
仏
在
ー
一
此
国
一 
挙
“
頭
已
入
-
弥
陀
界
一
(
般
舟
讃)
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